
（別記） 

令和７年度小郡市地域水田農業推進協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

小郡市は、福岡県の南西部、筑後平野の北部に位置している。筑紫山脈を源とする宝満

川が市中央部を北から南に貫流し、宝珠川、草場川、口無川、高原川などを支流に持ち、

農業用水源として多数のため池がある。土壌は、水田地帯が沖積層灰褐色土壌、畑地は火

山灰土壌からなる肥沃な土壌である。このような自然条件に恵まれ、米・麦・大豆をはじ

め野菜・畜産・花き・苗木などの農産物が生産され、県内でも上位を占める農産物も多

い。 

 現在、担い手が土地利用型農業として米・麦・大豆を中心に、野菜・苗木・花きなどの

収益性の高い作物を生産しているが、農家の高齢化や農業就業人口の減少により、地域の

担い手の確保が喫緊の課題となっている。 

 

主食用米の需要が減少傾向の中で、本市では大豆や高収益作物への転換を推進してい

る。ブロックローテーションもしくは、施肥又は土壌改良剤を散布することを産地交付金

の取組要件とすることで、大豆の収量、品質向上を図る。 

 また、消費の多様化、需要の動向に対応した、安全で高品質な野菜を計画的に生産する

ため、地域に見合った団地化を進め、省力化と作業の効率化に努める。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

担い手による米・麦・大豆の土地利用型農業を中心としながら、野菜・苗木・花きなど

収益性の高い作物を併せて作付けする複合型経営を推進するなどにより水田の有効利用を

図るとともに、連作障害における品質の比較等など情報提供を行い、ブロックローテーシ

ョン体系の構築を推進していく。 

また、水田での野菜等の生産を振興しており、生産者から提出される営農計画書により

作付計画を把握し、水田ごとの現地確認により作付状況の点検を行う。 

現地確認による点検結果により、畑作物のみの生産や自己保全管理が続く水田で、今後も

水稲作付の見込みのない水田については、水田の畑地化の検討・推進を行う。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

 

販売計画に沿った品種別・水系別の作付誘導を行い、土づくり推進等による良食味

米の生産と減農薬・減化学肥料栽培米等多様な需要に対応した米づくりを推進すると

ともに、産地間競争に負けない安定生産を図る。 

 ほ場整備、農地流動化の促進、農地の団地化を図り、農作業の受委託の促進により

中核的農家と生産組織への基幹作業の共同化を進めて、大規模稲作農家と生産組織の

育成を図る。 

  規模拡大に対応した省力化技術の普及と農業用機械の共同利用を促進して、コスト低

減を図るとともに、カントリーエレベーターの効率的利用により生産性の向上・品質の

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 
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均一化を図り販売促進に努める。 

（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    良好な水田環境の保全が図れる作物として、飼料用米の取組に助成を行い、需要

に応じた生産を実現する水田保全型農業を推進する。また、産地交付金の活用によ

り多収品種の導入を支援し、複数年契約により収益性向上を図り農家所得の増大を

目指す。 

 

  イ 米粉用米 

    良好な水田環境の保全が図れる作物として、米粉用米の取組に助成を行い、需要

に応じた生産を実現する水田保全型農業を推進する。また、産地交付金の活用によ

り多収品種の導入を支援し、複数年契約により収益性向上を図り農家所得の増大を

目指す。 

 

  ウ WCS用稲 

良好な水田環境の保全が図れる作物として、WCS用稲の取組に助成を行い、需要

に応じた生産を実現する水田保全型農業を推進する。 

 

  エ 加工用米 

加工用米は主に主食用の米では対応し難い加工用需要向けに対応する。一物二 

価の価格となっていることから、主食用需給への影響を与えないように考慮しなが

ら、主食用の生産量(生産数量目標)の枠外において、生産調整の手段として、加工

用米を実施する。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

 

麦については、販売計画に沿った作付計画により、実需者ニーズに対応した作付指

導を行い、ほ場における排水対策などの基本技術の励行と土づくりの推進等により、

単収と上位等級比率の向上を図るとともに、収量の安定化を図る。 

 大豆については、販売計画に沿った作付計画により、実需者ニーズに対応した作付

誘導を行い、基本技術の励行と高品質化のための栽培技術を導入する。また、ブロッ

クローテーション方式を導入した水系別団地化を推進するとともに、生産組織で栽培

管理、収穫作業を進める。受託作業の規模拡大により、汎用コンバイン等高性能機械

を効率的に利用し、単位面積当たりの労働時間の短縮、生産コストの低減を図る。ま

た、産地交付金の活用により担い手による作付を支援し、農家所得の増大を目指す。 

 飼料作物については、高品質粗飼料の安定的な生産と作業の効率化を図るため優良

品種の導入や単収向上技術を推進し、飼料生産基盤の安定的確保を図る。 

 

（４）高収益作物 

 

消費の多様化、需要の動向に対応した安全で高品質な野菜として、レタス類、サラ

ダ菜、ホウレンソウ、中国野菜、ミズナ、キャベツ、イチゴ、スイートコーン、きゅ

うり、アスパラガス、コーン類、オクラ、トマト、ブロッコリー、その他軟弱野菜を

産地交付金による作付支援を行いながら、計画的に生産する。 

高齢化、後継者不足問題に対応するため、地域に見合った団地化を進め、省力化と

作業の効率化に努める。また、施設園芸を一層振興することで、冬期の高収益作物づ

くりを推進し、周年作付け体系を確立すると共に生産の安定を図る。 
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５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
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別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

732.4 823.4 794.8

18.1 12.2 29.4

8.3 7.1 8.5

56.6 53.3 57.0

0.1 0 2.1 0 1.0 0.9

907.1 852.9 903.7 854.4 902.0 848.0

354.7 326.3 351.0

22.4 15.4 20.0 13.9 26.0 20.0

・子実用とうもろこし 0 0 0

61.4 65.0 48.2

・野菜 51.0 54.1 37.0

・花き・花木 10.3 10.8 11.0

・果樹 0.1 0.1 0.2

1.4 1.4 1.6

・芝 1.4 1.4 1.6

9.5 3.3 3

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

飼料用米

米粉用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

高収益作物
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６　課題解決に向けた取組及び目標

（令和６年度） （令和８年度）

前年度（実績） 目標値

交付対象面積 852.9ha 854ha

二毛作作付率 63.0% 69.9%

交付対象面積 15.4ha 20ha

二毛作作付率 63.0% 69.9%

堆肥散布面積 54.3ha 56ha

実施率 68.9% 70.0%

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

わら利用面積 0ha 3.7ha

8
野菜、花き、花木、
果樹、芝、雑穀類

その他作物助成
（基幹）

交付対象面積 62.8ha 64ha

わら専用稲、飼料用米7
耕畜連携（わら利用）

助成（耕畜連携）

356ha

麦
麦二毛作助成（年末

払・年度末払）
（二毛作）

飼料作物、加工用米
その他二毛作助成（年

末払・年度末払）
（二毛作）

目標

1
大豆担い手加算

（基幹）
交付対象面積 354.7ha大豆

ＷＣＳ用稲、飼料作物

整理
番号

対象作物 使途名

耕畜連携（資源循環）
助成（耕畜連携）

2・3

4・5

6
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７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：福岡県

協議会名：小郡市地域水田農業推進協議会

1 大豆担い手加算（基幹） 1 8,000 大豆
ブロックローテーション又は施肥や土壌改良剤
散布での収量増を図る。

2 麦二毛作助成（年末払）（二毛作） 2 4,000

3 麦二毛作助成（年度末払）（二毛作） 2 1,000

4 その他二毛作助成（年末払）（二毛作） 2 10,000

5
その他二毛作助成（年度末払）（二毛

作）
2 1,000

6 耕畜連携（資源循環）助成（耕畜連携） 3 10,000 ＷＣＳ用稲、飼料作物
散布される堆肥が、利用供給協定書に基づき
水田で生産された粗飼料作物等の供給を受け
る家畜の排せつ物由来であること。

7 耕畜連携（わら利用）助成（耕畜連携） 3 10,000 わら専用稲、飼料用米
稲わらを飼料として利用をすること。飼料用米を
多収品種で取り組むこと。

8 その他作物助成（基幹） 1 8,000 野菜、花き、花木、果樹、芝、雑穀類 販売を目的に対象作物を作付すること。

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

麦
主食用米又は水田活用の直接支払交付金の
戦略作物の対象作物を作付したほ場において、
二毛作で麦を作付する。

飼料作物、加工用米
主食用米又は水田活用の直接支払交付金の
戦略作物の対象作物を作付したほ場において、
二毛作で飼料作物、加工用米を作付する。
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１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

79,885,000 79,885,000 79,881,500

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

小郡市地域水田農業推進協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

小郡市地域水田農業推進協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額
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３．活用方法

配分枠

79,885,000

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米

新市場開拓用米
そば なたね 地力増進作物

野菜 花き・花木 果樹
その他の
高収益作
物

その他

1 大豆担い手加算（基幹） 1 8,000 32,600 32,600 26,080,000 令和8年度

2 麦二毛作助成（年末払）（二毛作） 2 4,000 84,500 84,500 33,800,000 令和8年度

3 麦二毛作助成（年度末）（二毛作） 2 1,000 84,500 84,500 8,450,000 令和8年度

4 その他二毛作助成（年末払）（二毛作） 2 10,000 1,385 900 2,285 2,285,000 令和8年度

5 その他二毛作助成（年度末）（二毛作） 2 1,000 1,385 900 2,285 228,500 令和8年度

6 耕畜連携（資源循環）助成（耕畜連携） 3 10,000 50 4,600 4,650 4,650,000 令和8年度

7 耕畜連携（わら利用）助成（耕畜連携） 3 10,000 290 10 300 300,000 令和8年度

8 その他作物助成（基幹） 1 8,000 4,000 1,000 10 100 5,110 4,088,000 令和8年度

実面積 0 32,600 340 0 10 4,600 0 0 0 0 0 4,000 1,000 10 0 100 42,660

実面積 84,500 0 1,385 0 0 0 1,800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 87,685

使途
※１

単価①
（円/10a）

（参考）
支援年限

※７

作
期
等
※２

面　積　（ａ単位）※３

合計（基幹）※４
79,881,500

合計（二毛作）※４

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。
※７　支援年限を記入してください。（支援期間の最終年度を「令和○年度」と記入し、ない場合は「なし」と記入してください。）

所要額
①×②
（円）

高収益作物
合計
②
※５

整
理
番
号

戦略作物
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４．追加配分等を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

６．高収益作物について

注１ 産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。
注２ 収益性のわかるデータを添付してください。

１．追加配分を受けた場合

①整理番号１について、単価調整を行う。
　（整理番号１の上限単価－整理番号１の当初単価）×整理番号１の取組面積・・・A
　○調整後の単価＝調整前の単価＋（上限単価－当初単価）×（２回目配分額／A）

２．追加配分を受けて、所要額が配分枠を超過した場合

整理番号１について単価調整を行う
○調整後の単価＝調整前の単価×（執行可能額－整理番号２，３，４，５，６，７，８の所要額の計／整理番号１の所要額）

所要額が配分額を超過した場合、整理番号１の単価調整を行う。

○調整後の単価＝調整前の単価×（執行可能額－整理番号２，３，４，５，６，７，８の所要額の計／整理番号１の所要額）

該当なし
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３．活用方法

配分枠

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米

新市場開拓用米
そば なたね 地力増進作物

野菜 花き・花木 果樹
その他の
高収益作

物

その他

1 麦二毛作助成（年末払）（二毛作） 2 3,000 24,100 24,100 7,230,000 令和８年度

2 麦二毛作助成（年末払）（二毛作） 2 5,000 60,400 60,400 30,200,000 令和８年度

3 麦二毛作助成（年度末払）（二毛作） 2 2,000 24,100 24,100 4,820,000 令和８年度

4 麦二毛作助成（年度末払）（二毛作） 2 2,000 60,400 60,400 12,080,000 令和８年度

5 麦二毛作助成（年度末一括払）（二毛作） 2 5,000 0 0 令和８年度

6 麦二毛作助成（年度末一括払）（二毛作） 2 7,000 0 0 令和８年度

7 大豆生産性向上助成（基幹） 1 7,500 33,000 33,000 24,750,000 令和10年度

8 大豆生産性向上助成（二毛作） 2 7,500 0 0 令和10年度

実面積 　 33,000 33,000 ※６

実面積 84,500 　 84,500 79,080,000

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。
※７　支援年限を記入してください。（支援期間の最終年度を「令和○年度」と記入し、ない場合は「なし」と記入してください。）

（参考）
支援年限

※７

戦略作物 高収益作物
合計
②
※５

合計（基幹）※４

合計（二毛作）※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価①
（円/10a）

面　積　（ａ単位）※３

所要額
①×②
（円）
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

大豆担い手加算（基幹）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

整理番号 1小郡市地域水田農業推進協議会

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度

交付対象面積
（ha）

　本地域で作成した、水田収益力強化ビジョンに基づく取組支援として、経営所得安定対策の
交付申請者である担い手が助成対象水田において大豆を作付した場合、作付面積に応じて助成
を行う。

年度末払
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

大豆

8,000円/10a                                                       上限単価9,000/10a

　小郡市では、農家所得の増加のため大豆の作付を推進しており、水田のフル活用のために増
大する必要がある。

令和８年度

実績 338.9 354.7 － －

目標 348 345 355 356

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

具体的要件

〇　助成対象者
　　　販売を目的に大豆を作付する、地域計画に位置づけられた担い手

〇　取組要件
　　・経営所得安定対策等実施要綱に定められた交付対象となる農地で、大豆を作付すること
　　・連作障害を避けるため、ブロックローテーションを行うこと
　　　もしくは、収量増を図るため施肥（有機肥料も含む）又は土壌改良剤を散布すること
　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書及び人・農地プラン
　　　②　助成対象作物：営農計画書及び農業共済データ
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：営農計画書、肥料の購入伝票、販売伝票

成果等の
確認方法

　令和８年３月末までに以下の方法で確認する。
　　作付面積については、営農計画書より集計

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

－ －

　二毛作で麦を作付し、販売収入の増大を図る取組を支援する。

成果等の
確認方法

　令和７年１２月末までに以下の方法で確認する。
　　麦の作付面積については、営農計画書より集計

　二毛作作付率＝二毛作面積（麦、飼料作物、加工用米）／水田面積×100

年末払　個票３と重複可能。
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

目　　標

二毛作作付率
（％）

目標 67.0 69.9 69.9 69.9

具体的要件

〇　助成対象者
　　　 販売目的で対象作物を作付する販売農家

〇　取組要件
　　　以下の取組を行うこと
　　　主食用米又は水田活用の直接支払交付金の戦略作物の対象作物を作付したほ場に
　　　おいて、二毛作で麦を作付すること
　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：農業共済データ、現地確認、出荷販売契約書
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：営農計画書

実績 69.8 63.0

848 853 854

実績 847.7 852.9 － －

交付対象面積
（ha）

目標

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 2

麦二毛作助成（年末払）（二毛作）

麦

4,000円/10a

　小郡市の麦については、裏作の中心品目と位置づけており、水田のフル活用、また、農地の
高度利用による販売収入増大のためにも現在の交付対象面積を維持する必要がある。

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

865.0
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

成果等の
確認方法

　令和８年３月末までに以下の方法で確認する。
　　麦の作付面積については、営農計画書より集計

　二毛作作付率＝二毛作面積（麦、飼料作物、加工用米）／水田面積×100

年度末払　個票２と重複可能。
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

具体的要件

〇　助成対象者
　　　 販売目的で対象作物を作付する販売農家

〇　取組要件
　　　以下の取組を行うこと
　　　主食用米又は水田活用の直接支払交付金の戦略作物の対象作物を作付したほ場に
　　　おいて、二毛作で麦を作付すること
　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：農業共済データ、現地確認、出荷販売契約書
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：営農計画書

二毛作作付率
（％）

目標 67.0 69.9 69.9 69.9

実績 69.8 63.0 －

852.9 － －

－

　二毛作で麦を作付し、販売収入の増大を図る取組を支援する。

1,000円/10a

　小郡市の麦については、裏作の中心品目と位置づけており、水田のフル活用、また、農地の
高度利用による販売収入増大のためにも現在の交付対象面積を維持する必要がある。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

交付対象面積
（ha）

目標 865.0 848 853 854

実績 847.7

麦

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 3

麦二毛作助成（年度末払）（二毛作）
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

－ －

　二毛作で飼料作物、加工用米を作付し、販売収入の増大を図る取組を支援する。

成果等の
確認方法

　令和７年１２月末までに以下の方法で確認する。
　　飼料作物、加工用米の作付面積については、営農計画書より集計
　
　二毛作作付率＝二毛作面積（麦、飼料作物、加工用米）／水田面積×100

年末払　個票５と重複可能。
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

目　　標

二毛作作付率
（％）

目標 67.0 69.9 69.9 69.9

具体的要件

〇　助成対象者
　　　 販売目的で対象作物を作付する販売農家

〇　取組要件
　　　以下の取組を行うこと
　　　主食用米又は水田活用の直接支払交付金の戦略作物の対象作物を作付したほ場に
　　　おいて、二毛作で飼料作物、加工用米を作付すること
      需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める加工用米取組の認定を受けて
　　　いること
　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：農業共済データ、現地確認、出荷販売契約書
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：営農計画書、加工用米取組計画認定申請書、
　　　　　加工用米出荷契約等数量農業者別一覧

実績 69.8 63.0

20.0 20.0 20.0

実績 19.3 15.4 － －

交付対象面積
（ha）

目標

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 4

その他二毛作助成（年末払）（二毛作）

飼料作物（イタリアンライグラス）、加工用米

10,000円/10a

　小郡市の飼料作物、加工用米については、裏作の中心品目と位置づけており、水田のフル活
用、また、農地の高度利用による販売収入増大のためにも現在の交付対象面積を維持する必要
がある。

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

27.0
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

成果等の
確認方法

　令和８年３月末までに以下の方法で確認する。
　　飼料作物、加工用米の作付面積については、営農計画書より集計

　二毛作作付率＝二毛作面積（麦、飼料作物、加工用米）／水田面積×100

年度末払　個票４と重複可能。
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

具体的要件

〇　助成対象者
　　　 販売目的で対象作物を作付する販売農家

〇　取組要件
　　　以下の取組を行うこと
　　　主食用米又は水田活用の直接支払交付金の戦略作物の対象作物を作付したほ場に
　　　おいて、二毛作で飼料作物、加工用米を作付すること
      需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める加工用米取組の認定を受けて
　　　いること
　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：農業共済データ、現地確認、出荷販売契約書
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：営農計画書、加工用米取組計画認定申請書、
　　　　　加工用米出荷契約等数量農業者別一覧

二毛作作付率
（％）

目標 67.0 69.9 69.9 69.9

実績 69.8 63.0 －

15.4 － －

－

　二毛作で飼料作物、加工用米を作付し、販売収入の増大を図る取組を支援する。

1,000円/10a

　小郡市の飼料作物、加工用米については、裏作の中心品目と位置づけており、水田のフル活
用、また、農地の高度利用による販売収入増大のためにも現在の交付対象面積を維持する必要
がある。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

交付対象面積
（ha）

目標 27.0 20.0 20.0 20.0

実績 19.3

飼料作物（イタリアンライグラス）、加工用米

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 5

その他二毛作助成（年度末払）（二毛作）
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

成果等の
確認方法

　令和８年３月末までに以下の方法で確認する。
　①　助成対象となる農家の粗飼料作物等作付面積を集計する。
　②　堆肥散布の取組みを行った作付面積を集計する

　実施率＝堆肥散布面積／粗飼料作物作付面積

年度末払
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

具体的要件

〇　助成対象者
　　　利用供給協定書を締結した畜産農家に供給することを目的に対象作物を作付し、
　　　支援対象の取組を実施する者

〇　取組要件
　　　以下の５つの取組を行うこと
　　　①　当該年度における堆肥散布の取組み
　　　②　散布された堆肥が、利用供給協定書に基づき水田で生産された粗飼料作物等の供給
　　　　　を受ける家畜の排せつ物由来であること
　　　③　堆肥を散布する者は、水田で生産された粗飼料作物等の供給を受けた家畜の所有者
　　　　　又はその者の委託を受けた者
　　　④　堆肥の散布量が10a当たりで2t又は4㎥以上
　　　※　自ら家畜を飼養している者については、当該家畜のすべての堆肥を慣行に従って
　　　　　自己所有地に散布してもなお、堆肥が不足する場合に不足分を利用供給協定書に
　　　　　基づいて散布した面積に限り対象とする。
　　　⑤　需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める新規需要米取組計画の
　　　　　認定を受けていること。

　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：現地確認
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：利用供給協定書（３年以上の締結期間）、販売契約書、現地
確認
　　　⑤　新規需要米取組計画書又は生産製造連携事業計画及びその添付書類

　　　※利用供給協定書必須事項：取組の内容、供給される粗飼料作物等の種類、
　　　　 粗飼料作物等の生産者、堆肥散布者、ほ場の場所及び面積、堆肥の散布時期及び量
　　　　 利用供給協定締結期間、堆肥散布の条件

実施率（％）
目標 47.3 63 69 70

実績 62.5 68.9 －

54.3 － －

－

　耕畜連携の取組支援として、水田で生産された粗飼料作物等の供給を受けた家畜由来の堆肥
を飼料作物の作付水田に施用し、コスト削減を図る取組を支援する。

10,000円/10a

　需要に応じた生産を行う中で粗飼料作物等の作付を推進している。特に、畜産農家の国産粗
飼料の確保と、耕種農家における家畜糞由来堆肥の有効活用による水田農業の低コスト化、飼
料作物の生産性の向上を図るため、地域内での水田経営、畜産経営との連携による資源循環取
組を70％まで増大する必要がある。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

堆肥散布面積
（ha）

目標 40 49.5 55 56

実績 47.4

WCS用稲、飼料作物（青刈りソルガム、スーダングラス、ローズグラス、わら専用稲、イタリア
ンライグラス、青刈りひえ）（ただし、食用に供される畜産物を生産するために使用される
牛、馬、めん羊、山羊に供される場合に限る）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 6

耕畜連携（資源循環）助成（耕畜連携）
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協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

目　　標

　耕畜連携の取組支援として、飼料用米の生産とほ場から生産された稲わらの利用に対する取組に
対し、助成を行う。

具体的要件

〇　助成対象者
　　　利用供給協定書を締結した畜産農家に供給することを目的に対象作物を作付し、支援対象
　　　の取組を実施する者

〇　助成対象農地
　　　①経営所得安定対策実施要綱に定められた交付対象となる水田
　　　②同一年度に水田への堆肥散布の助成を受けていない水田

〇　取組の要件
　　　①利用供給協定に基づく飼料用米生産ほ場の稲わら利用の取組
　　　②そのわらが確実に飼料として利用され、かつ、その子実が飼料または飼料の種苗
　　　　として利用される稲の作付であること
　　　③生産性向上のための課題に対する取組として、飼料用米を多収品種で取り組むこと。
　　　④需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める新規需要米取組計画又は
　　　　米穀の新用途への利用の促進に関する法律に定める生産製造連携事業計画の認定を
　　　　受けていること

　　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

年度末払
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する。
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：現地確認
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法
　　　　　（１）利用供給協定（３年以上の締結期間）
　　　　　　　　必須事項：場所の内容、わらを生産する者、わらを収集する者、
　　　　　　　　わら利用者、ほ場の場所及び面積、刈取り時期、利用供給協定締結期間、
　　　　　　　　わら取引の条件
　　　　　（２）販売契約書
       　 （３）新規需要米取組計画書又は生産製造連携事業計画及びその添付書類

成果等の
確認方法

　令和８年３月末までに以下の方法で確認する。
　①飼料用米作付面積については、営農計画書より集計
　②わら利用を行った面積を集計

4 3.5 3.6 3.7

実績 3.4 0 － －

10,000円/10a

　小郡市の肉用牛経営においては、国産粗飼料の確保が課題となっており、これまでも水田経営と
畜産経営との連携に取り組んできた。引き続き、飼料用米やわら専用稲の作付を推進し、耕畜連携
によりそのわらを活用することにより、地域全体で国産粗飼料の安定した供給体制を構築する。

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

わら利用面積
（ha）

目標

わら専用稲、飼料用米（ただし、食用に供される畜産物を生産するために使用される牛、馬、めん
羊、山羊に供される場合に限る）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 7

耕畜連携（わら利用）助成（耕畜連携）

17



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和６年度の目標の記載は不要です。

　本地域で作成した、水田収益力強化ビジョンに基づく取組支援として、経営所得安定対策の交付申
請者が助成対象水田において野菜・花き・花木・果樹・芝・雑穀類（そば除く）の作物を作付した場
合、作付面積に応じて助成を行う。

具体的要件

〇　助成対象者
　　　販売を目的に対象作物を作付する販売農家

〇　助成対象水田
　　　・経営所得安定対策等実施要綱に定められた交付対象となる農地
　　　・対象作物の収穫年度と同一年度に水稲及び戦略作物の作付けを行わない田であること
　　　・同一ほ場において対象作物が２回以上作付される場合または混作が行われる場合は、
　　　　交付は１回限りとする

〇　取組の要件
　　　・果樹の植栽制限「新植後４年目までのものを対象とする」

〇　その他要件
　　　・対象作物については、別紙１に定める品目以外で、地域協議会長が特に認める場合は
　　　　対象とすることが出来ることとする
　　　・芝、雑穀類については、直売所等での有利販売を行うこととする

　　なお、目標が達成されるまで、支援を毎年見直す。

取組の
確認方法

〇　地域協議会において以下の書類等を確認する
　　　①　助成対象者：営農計画書
　　　②　助成対象作物：農業共済データ、出荷伝票、検査伝票、写真、種苗の購入伝票、
　　　　　契約書及び作業日誌等、必要に応じて現地確認を実施する
　　　③　助成対象農地：農地基本台帳及び水田台帳
　　　④　取組要件の確認方法：営農計画書

成果等の
確認方法

　令和８年３月末までに以下の方法で確認する。
　作付面積については、営農計画書より集計

62.8 － －

年度末払
令和８年度まで。目標の達成状況に応じて内容・単価を見直す。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

8,000円/10a

 小郡市では、水稲のみの作付農家も多いため、転作として所得増加の見込まれる作物について複合経
営を推進する必要がある。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

交付対象面積
（ha）

目標 173 55 63 64

実績 70.7

野菜・花き・花木・果樹・芝・雑穀類（そば除く）（別紙参照）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

小郡市地域水田農業推進協議会 整理番号 8

その他作物助成（基幹）
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（別紙1）

対象作物

対象作物

いちご、冬春なす、冬春ﾄﾏﾄ、ねぎ、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、水菜、大葉、小松菜

夏秋なす、夏秋ﾄﾏﾄ、きゅうり、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、さといも、ねぎ類、ｺｰﾝ類

そら豆、赤しそ、ｸｳｼﾝｻｲ、にんじん、ごぼう、ﾌｷ、春菊、みつ葉、ｶﾘﾌﾞﾛ、ｶﾌﾞ

枝豆、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、白菜、ｷｬﾍﾞﾂ、じゃがいも類、かぼちゃ、ほうれん草、らっきょう

大根、ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ、かつお菜、レタス類、ｽﾞｯｷｰﾆ、ｺﾞｰﾔ、ﾋﾟｰﾏﾝ、ﾅﾊﾞﾅ、ｻﾗﾀﾞ菜

ｶﾘﾌﾗﾜｰ、ﾓﾛﾍｲﾔ、ﾊﾟｾﾘ、ﾆﾗ、たかな、えんどう豆、ｾﾘ、大根葉、ﾍﾞﾝﾘﾅ、ﾊﾟｸﾁｰ

ﾊﾟﾌﾟﾘｶ、ﾂﾙﾑﾗｻｷ、ｼｼﾄｳ、ｵｸﾗ、ｸﾞﾘ-ﾝﾎﾞｰﾙ、さしみ大根、ｾﾛﾘ、ﾍﾞﾋﾞｰﾘｰﾌ

いちじく、かき、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ、うめ、茶、ﾏﾝｺﾞｰ

電照ぎく、ﾊﾞﾗ、洋ﾗﾝ、ﾕﾘ、ｶﾞｰﾍﾞﾗ、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ、ﾗﾅﾝｷｭﾗｽ、ｶｰﾈｰｼｮﾝ、その他花き

露地ぎく、ﾕﾘ、ﾎｵｽﾞｷ、ｸﾞﾗｼﾞｵﾗｽ、ｱｽﾀｰ

ﾂﾂｼﾞ、ｻﾂｷ、ﾂﾊﾞｷ、ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ、ｺﾞｰﾙﾄﾞｸﾚｽﾄ、ﾓﾐｼﾞ、ﾏｷ等その他花木、芝、種苗（花木）

雑穀類（そば除く）
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